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正常月経周期を持つ婦人の良性疾患による手術摘出標本より子宮筋層及び内膜を採取し， 患者の同意を得た 1-. で、
実験に供した。直ちに凍結の上保存した標本より， グアニジンーフェノールークロロホルム法によって RNA を採
取した。 cDNA の蛋白翻訳領域の 3' 末端部を含む391bp を増幅するようにプライマーを設定した。逆転写反応によっ
て RNA から合成した cDNA を，このプライマーを用いて PCR 法で増幅した (RT-PCR法)0 PCR 後のサンプルは，
電気泳動後に臭化エチジウムにより直接染色すると同時に，その一部を用いて Southern hybridization を行い，標本
中のオキシトシン受容体 mRNA の発現を検出した。
採取した標本の一部は 4%パラホルムアルデヒドにて24時間固定した後，通常の方法によって，パラフィン切片
を作製した。オキシトシン受容体 cDNA の各部より作成した250ないし 480塩基対の 3 種類の断片をブルースクリプ
トベクターにサブクローニングした (OTR255 ， OTR388 , OTR484)。これらから digoxigenin で標識したアンチセ
ンス RNA を合成し，これをプロープとして in situ hybridization を行い，アルカリフォスファターゼによる NBT の
発色によって検出した。
非妊時の子宮筋では分娩時の子宮筋とは異なり， Northern hybridization で検出し得る量のオキシトシン受容体
mRNA は存在していなかった。これに対して非妊時でも子宮内膜ではオキシトシン受容体 mRNA が検出された。
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そこで，この子宮内膜でのオキシトシン受容体 mRNA の局在を in si tu hy bridiza tion によって検討したところ，こ
の mRNA は子宮内膜腺上皮細胞に限局して発現しており，内膜の間質組織には発現していなかった。
内膜でのオキシ卜シン受容体 mRNA の発現を RT-PCR 法によって検討したところ，その発現は，増殖期から排卵











RNA のレベルにおいて， PCR 法と in situ hybridization を用いて示した。このことは，オキシトシンとその受容体
の非妊時子宮における排卵，妊娠機構への関わりを示すものである。よって本論文は学位の授与に値する研究である
ことを確認した。
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